
ARISTOS

【S.1.1】

f(x) = x3−x2とする.

曲線 y = f(x)上の点 A(1, 0)における接線が再びこの曲線と交わる点を Bとする.

曲線 y = ax2 +bx+cと曲線 y = f(x)が 2点 A, Bを共有し, 更に, A, Bの間にもう 1個の共有点を持つとき,

この 2曲線の囲む領域の面積が最小となるように a, b, cの値を定めよ.
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【S.1.2】

ω は 0 < ω < 1を満たす実数とする.

任意の正の整数 nに対して, 2n−1ω の整数部分を anで表し, 2n−1ω = an +bnと置くと,




0≤ bn <
1
2

(n : odd)
1
2

< bn < 1 (n : even)

を満たす. このとき, an, ω を求めよ.
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【S.1.3】

座標平面上の格子点 (m, n)から格子点 (m+1, n+1)への移動を U, 格子点 (m+1, n−1)への移動を Dで

表し, Uと Dを適当に繰り返すことによる格子点 Pから格子点 Qへの移動を Pから Qへの経路と呼ぶことに

するとき, 次の各問いに答えよ. ただし, nを正整数とする.

(1) (0, 0)から (2n, 0)への経路の個数を求めよ.

(2) (0, 0)から (2n, 0)への経路の内で, (0, 0), (2n, 0)以外に x軸上の点を通らない経路の個数を求めよ.
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【S.1.4】

平面ベクトル −→a =
(

a1

a2

)
,
−→
b =

(
b1

b2

)
に対して,

−→a ⊗−→b = a1b2−a2b1

と定めるとき, 次の問いに答えよ.

(1) 平面ベクトル −→a ,
−→
b , −→c に対して,

−→a ⊗−→b = γ,
−→
b ⊗−→c = α, −→c ⊗−→a = β

とするとき,
α−→a +β

−→
b + γ−→c =

−→
0

が成り立つことを示せ.

(2) α > 0, β > 0, γ > 0とする.

任意の平面ベクトル
−→
d は 0以上の実数 s, t, uを用いて,

−→
d = s−→a + t

−→
b +u−→c

と表せることを示せ.
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